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              第６回 JSPP Web ディスカッション 

みんなで考えよう 口腔機能「私のアプローチこれでいいのかな？」 

姿勢と歯列咬合―食事姿勢について 

 

「良い姿勢でお食事をしましょう。」口腔機能発達不全症が保険導入されてから、あ

ちこちで目にするようになった言葉です。子ども達にとって果たして良い姿勢って

何でしょう。また、その良い姿勢はどういう椅子にどう座れば可能でしょうか？ 

 日本に椅子の文化が入ってきて、まだ 150 年余り、本格的にちゃぶ台からダイニ

ングテーブルに変わったのは、各地に団地が出来始めた昭和 30 年代からではないで

しょうか？ 

 サザエさん、ちびまる子ちゃんの食事シーンは座卓。クレヨンしんちゃんの世代

になるとやっとダイニングキッチンでの食事になります。奥行のない短頭系の多い

日本人が中途半端な椅子の文化を取り入れたために、育児は混乱。 

便利と言われる育児用品が氾濫しました。頭の重い乳幼児が無理やり座らされて、

離乳食を食べさせられて口腔機能を発達させようとしても無理があります。 

乳幼児からの姿勢発達を見直し、自座位ができるように姿勢発達を促し、舌や口

腔周囲筋が最大限使えるような環境設定をすると、歯列咬合が変わります。 

歯列や咬合は治療ではなく、指導でも変化します。小児歯科医として、各家庭の

実情に合わせた指導ができるように、食事姿勢について改めて考えてみませんか？ 
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